
 

中
国
３　

「
書
く
こ
と
」
に
関
す
る
問
題
③　

 

年　
　

組　
　

番　
　

氏
名

 

 

　

次
の
資
料
①
～
④
の
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

 

 

資
料
①
「
第

回
学
校
読
書
調
査
」
『
５
月
１
か
月
間
に
読
ん
だ
本
の
冊
数
』

67

                                       

出 典： 全 国 学 校 図 書 館 協 議会 ウ ェ ブ サ イ ト

（ ）https://www.j-sla.or.jp/



 

資
料
②
「
第

回
学
校
読
書
調
査
」
『
不
読
者
の
割
合
』

67

 

                 

                         

 

出 典 ： 全 国 学 校 図 書館 協 議 会 ウ ェ ブ サ イ ト

（ ）https://www.j-sla.or.jp/



 

 

資
料
③　

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
抜
粋
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
十
三
年
法
律
第
百
五
十
四
号

                     

 

資
料
④　

読
書
に
関
す
る
記
念
日
・
読
書
週
間

 

 

　

【
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
】

 

　
　

◇
子
ど
も
読
書
の
日 

    

　

・
四
月
二
十
三
日

 

 

　

【
公
益
社
団
法
人
読
書
推
進
運
動
協
議
会
主
催
】

 
  

 

　 

 

　      

 

【
公
益
社
団
法
人
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
制
定
】

 
  

　

◇
学
校
図
書
館
の
日　
　

 

　
　
　

・
六
月
十
一
日  

（
基
本
理
念
）

第
二
条 

 

子
ど
も
（
お
お
む
ね
十
八
歳
以
下
の
者
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
の
読
書
活
動
は
、

。

、

、

、

、

、

子
ど
も
が

言
葉
を
学
び

感
性
を
磨
き

表
現
力
を
高
め

創
造
力
を
豊
か
な
も
の
に
し

人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
に
か
ん
が
み
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
あ
ら
ゆ
る
機
会
と
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
い
て
自
主

的
に
読
書
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に
そ
の
た
め
の
環
境
の
整
備
が
推
進

 

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

（
子
ど
も
読
書
の
日
）

第
十
条 

 

国
民
の
間
に
広
く
子
ど
も
の
読
書
活
動
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
が
積
極
的
に
読
書
活
動
を
行
う
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
子
ど
も
読
書
の
日
を
設

 

け
る
。

 

二　

子
ど
も
読
書
の
日
は
、
四
月
二
十
三
日
と
す
る
。 

三　

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
子
ど
も
読
書
の
日
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
を
実
施
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



 
 

問
一　

資
料
①
～
④
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
答
え
な
さ
い
。

 

 
 
 

資
料
①
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と 

　

資
料
②
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と

     

 

　

資
料
③
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と 

　

資
料
④
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と

      



問
二

～

の
内
容
や
デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
の
い
く
つ
か
を
も
と
に
、
同
級
生
に
も
っ
と
読

  
資
料
①

④

 

書
を
し
て
も
ら
う
た
め
の
呼
び
か
け
の
文
章
（
発
表
原
稿
）
を
、
二
十
行
以
内
で
書
き
な
さ
い
。

                                      



 

中
国
３　

「
書
く
こ
と
」
に
関
す
る
問
題
③　
　

解
答　

 

 

問
一
《
解
答
例
》

 

 

資
料
①
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と

 

・
小
学
生
で
は
、
二
〇
〇
一
年
ま
で
は
横
ば
い
の
傾
向
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
増
加
傾
向
に

 

あ
り
、
２
０
２
２
年
は
、
過
去
最
高
の
十
三
・
二
冊
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

・
中
学
生
は
、
二
〇
〇
一
年
ま
で
は
横
ば
い
の
傾
向
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
ゆ
る
や
か
に

 

増
加
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
二
一
年
に
は
過
去
最
高
の
五
・
三
冊
ま
で
増
加
し
た
。

・
小
学
生
が
中
学
生
に
な
る
と
、
読
む
本
の
冊
数
は
減
っ
て
い
る
が
、
中
学
生
自
体
の
読
書

 

冊
数
は
徐
々
に
伸
び
て
き
た
と
言
え
る
。

・
高
校
生
は
こ
の
調
査
で
は
、
最
低
が
一
九
九
七
・
一
九
九
八
年
の
一
・
〇
冊
、
最
高
で
は

二
〇
一
〇
年
の
一
・
九
冊
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
横
ば
い
で
あ
る
。

 

資
料
②
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と

 

・
小
学
生
で
は
、
不
読
者
の
割
合
は
当
初
か
ら
低
く
、
横
ば
い
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

 

・
小
学
生
が
不
読
者
の
割
合
が
一
番
少
な
い
。

・
中
学
生
で
は
、
不
読
者
の
割
合
が
一
九
九
七
年
が
最
高
の
五
五
・
三
％
で
あ
っ
た
が
・
、
そ

れ
以
降
は
減
少
傾
向
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
ま
で
一
気
に
減
少
し
、
そ
れ
以
降
は
横
ば
い

 

で
あ
る
。

・
高
校
生
で
は
、
一
九
九
七
年
に
不
読
者
の
割
合
が
最
も
高
く
、
六
九
・
八
％
と
な
っ
た
。
以

 

降
は
、
緩
や
か
に
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。

・
高
校
生
は
、
不
読
者
の
割
合
が
一
番
多
い
。

 

資
料
③
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と

・
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
中
か
ら
、
基
本
理
念
と
子
ど
も
読
書
の
日
に

 

つ
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。

 

・
子
ど
も
読
書
の
日
は
四
月
二
十
三
日
で
あ
る
。

・
国
や
地
方
公
共
団
体
は
子
ど
も
読
書
の
日
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

 

資
料
④
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と

・
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
で
は
、
子
ど
も
読
書
の
日
は
四
月
二
十
三
日
で

 

あ
る
。

・
読
書
推
進
運
動
協
議
会
で
は
子
ど
も
読
書
週
間
を
四
月
二
十
三
日
か
ら
五
月
十
二
日
ま
で
主

 

催
し
て
い
る
。

・
学
校
図
書
館
協
議
会
で
は
、
学
校
図
書
館
の
日
を
六
月
十
一
日
に
制
定
し
て
い
る
。

 

《
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
》
グ
ラ
フ
や
文
章
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
ま
と
め
て
い
る
。



 

問
二
《
解
答
例
》

　

「
読
書
は
心
の
栄
養
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
読
書
は
自
分
の
成
長
に
と
っ
て

 

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

資
料
③
に
も
、
『
言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、
創
造
力
を
豊
か
な

も
の
に
し
、
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な

 

い
も
の
』
と
あ
り
ま
す
。

　

中
学
生
、
高
校
生
と
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
本
を
読
ま
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
資
料
①
・
②
か
ら
見
え
て
き
ま
す
。
部
活
動
や
受
験
勉
強
に
追
わ
れ
て
い
る
私
た
ち
の

 

生
活
を
考
え
る
と
当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
資
料
④
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
国
が
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
を
定
め
た
り
、
読
書
推
進
運
動
協
議
会
で
読
書
週
間
を
設
け
た
り
し
て
読
書
活

 

動
の
推
進
を
図
り
、
読
書
す
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

読
書
す
る
時
間
が
な
い
と
思
わ
れ
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、
時
間
を
見
つ
け
て
読
書

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
本
を
読
ん
で
豊
か
な
時
間
を
過
ご
し
、
読
ん
だ
本
の
内
容
に
つ
い

て
誰
か
と
語
り
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
も
ま
た
す
ご
く
楽
し
い
で
す
よ
。

 

 

《
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
》　

　
　

適
切
な
段
落
構
成
で
、
い
く
つ
か
の
資
料
の
中
か
ら
、
内
容
や
グ
ラ
フ
の
数
値
等
の
根
拠
を
示
し

て
自
分
の
考
え
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
。
発
表
原
稿
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
表
現
の
仕
方
を
し
て

 

い
る
。

 

 

《
解
説
》

「
説
得
力
の
あ
る
文
章
」
に
す
る
た
め
に
は
、
客
観
性
や
信
頼
性
の
高
い
資
料
を
選
ん
で
用
い
る
こ

　
と
が
重
要
で
す
。
自
分
の
考
え
の
根
拠
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
り
、
引

用
部
分
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
資
料
が
伝
え
た
い
こ
と
と
自
分
の
考
え
と
の
関
係
に
つ
い
て
補
足

 

し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

 

　
　

文
章
の
構
成
と
し
て
は
、

 

　
　

①
明
確
な
問
題
提
起

 

　
　

②
説
得
力
の
あ
る
根
拠
の
提
示

 

　
　

③
反
論
の
可
能
性
（
立
場
を
換
え
て
み
る
）

 

　
　

④
反
論
へ
の
反
論

 

　
　

⑤
自
分
の
主
張
・
提
案
・
ま
と
め

 　

な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
と
、
「
説
得
力
の
あ
る
文
章
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。


